














































































































とが重要になる。そこで、養成校においてピアノ演奏の指導を行なっている教員 3 名（B大学 1 名、C大
学 1 名、D大学 1 名）を研究協力者として、筆者を含む 4 名が学生の自由記述文の解釈を交流する時間を
設け（実施時期2018年 9 月）、研究協力者の解釈を参考にしてSCATを活用した分析を行った。
　SCATを活用した分析の手順は、表 4 のとおりである。SCATを活用した方法によるピアノ演奏の準備







































































5） 「ポジションの決定」とは、楽譜に書かれている音群を、指が 1 本ずつ異なる鍵盤を押さえて把握でき
る形になるように、ピアノの鍵盤に対して指を配置していくことを指す（図 3 ①）。
6） 「後続音群への指の移動」とは、例えば、右手の親指（指番号 1）、人差し指（指番号 2）、中指（指番
号 3）、薬指（指番号 4）、小指（指番号 5）で図 3 の音階を演奏する場合、配置しているポジションで
は次の音が捉えきれなくなる前に、計画的に新たなポジションを設定し、指を移動させる方法を指す
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